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輸血電子認証システムの使用を阻害する要因

東山しのぶ１） 松浦 純平２） 蘒 ゆかり１） 小幡 衣子３） 中村 文彦４）

輸血開始時の電子認証は重大な過誤の回避に有用である．さらに輸血開始 5分後，15分後，輸血終了時もタイム
リーに電子認証を実施することにより，副反応の入力により患者観察の証明が可能となる．しかし輸血記録監査を実
施すると各認証機会における認証実施率は十分ではなかった．そこで電子認証阻害要因を検討するため全看護スタッ
フを対象にアンケート調査を実施した．その結果，携帯端末の不足という物理的要因，輸血に関する知識不足という
知識的要因，輸血実施方法の特殊性というシステム・環境的要因，急変時対応といった優先順位的要因といった要因
の存在が判明し，部署によりその頻度は大きく異なっていた．阻害要因の解析により携帯端末の追加，新システム導
入といった対応をとることができた．今後も臨床輸血看護師を中心とした輸血医療チームによる監査・指導といった
活動を継続し，部署に合わせた対応をとっていく必要がある．
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はじめに
厚生労働省の定める「輸血療法の実施に関する指針」

（「実施に関する指針」）において，電子機器による確認，
照合が推奨されている１）．また「実施に関する指針」に
は副反応の出現に対して，輸血開始 5分間のベッドサ
イドでの観察および輸血開始 15分後の観察の必要性が
記載されている．
当院では医師，臨床検査技師，薬剤師，臨床輸血看
護師（輸血看護師）を中心とした看護師らにより輸血
医療チームを結成し活動している．2019年度，輸血医
療チームは記録検討委員会・医療安全推進室と協働し
て輸血開始時及び終了時の電子認証実施について輸血
記録監査を行った．その結果，45％に認められた監査
開始時認証不備が「輸血記録監査」「病棟ラウンド」「指
導」を繰り返すことで 8％にまで改善が見られた２）．当
院の輸血実施時の電子認証システムは血液製剤と患者
リストバンドのバーコードを読むことにより電子認証
を行う．そのログはベッドサイドに看護師がいたとい
う証明となり，「実施に関する指針」に沿った正しい患
者観察が行われていることを示すものである．そこで
2020年度，前年度の監査内容に加えて輸血開始 5分後・
15分後のタイムリーな副反応入力の実施について電子

認証のログを遡った監査を行ったところタイムリーな
副反応入力が出来ていない症例が多数みられた．また，
「輸血記録監査」「病棟ラウンド」「指導」による経時的な
改善も見られなかった．輸血記録監査で不備があった
症例の全てを再監査していく過程において，「緊急対応
が多い部署」とそれ以外の部署ではタイムリーに入力
出来ない理由が異なっていることが疑われた．
そこで我々は輸血実施時の電子認証状況の把握及び
電子認証の阻害要因を知る目的で全看護スタッフを対
象にアンケート調査を実施した．アンケート結果の解
析によりタイムリーな電子認証の状況改善の方策につ
いて検討した．

対象及び方法
当院に勤務する輸血業務を実施する看護師 557名を

対象とし，アンケート調査を実施した．配布期間は 2020
年 12月 7日～18日，調査対象期間は 2020年 4月 1
日～2020年 11月 30日とした．質問項目は
・各認証機器を用いての 4期（輸血開始前，輸血開

始 5分後，輸血開始 15分後，輸血終了時）電子認証の
実施状況．
・各認証機会で「いいえ」と回答したものに対し「電
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図 1　全部署の電子認証の実施状況．括弧内は人数．

子認証ができない理由」を①空いている携帯端末（PDA）
が無い（「PDA無し」），②電子認証をうっかり忘れてし
まった（「うっかり」），③ショック時等急変時対応（「急
変時対応」），④その他，の項目で選択し回答を得た．
①～③の選択項目は過去の輸血認証監査時に電子認証
不備の理由として多く上がったものであり選択肢は複
数回答可とした．
・「その他」と回答した場合，その内容をさらに検
討し分類した．
アンケートを回収し各認証機会における電子認証の
実施状況と電子認証できない理由について結果の集計
を行った．輸血頻度（月平均 40回以上実施するか否か），
大量輸血プロトコル（Massive Transfusion Protocol：
MTP）実施の有無を考慮し次のように分類し比較した．
I群：検査部門（内視鏡科および放射線科），II群：手
術室，III群：MTP実施部署（ER，ICU，産婦人科病
棟），IV群：輸血実施頻度の高い部署（MTP非実施の
血液内科病棟，内科外来，HCU），V群：輸血実施頻度
の低い部署（一般病棟 10部署，外科系外来，透析室）
に分類した．各群間の比較はKruskal-Wallis検定を行い，
有意確率を Bonferroni補正により調整した．統計解析
は IBM SPSS24を使用し有意水準を 5％とした．
アンケート調査の実施にあたり，回答の有無や内容
が今後の職務に影響を与えることがない旨を明示し，
院内の倫理審査の承認を得た（看護部倫理審査番号 04-
47）．

結 果
21部署，529名から回答を得た（回収率 95％）．その
内有効回答数は 479名（有効回答率 86％）であった．
開始時，輸血開始 5分後，15分後，終了時において，

必ず電子認証を行っていると回答したものはそれぞれ
95%，75%，75%，85%であった（図 1）．電子認証をで
きなかった理由を図 2に示す．「その他」と回答した内
容を検討し，「医師が実施」「多重業務」「知識不足」「その
他（感染対策・詳細不明等）」に細分類した．開始時に
認証できなかった理由は「急変時対応」が多く，III
群のMTP実施部署で多くみられ，I群の検査部門，II
群の手術室でもみられた．5分後，15分後，終了時に
おいてはこれらの部署での「急変時対応」を理由とし
た電子認証実施なしが増加した．その他の部署，IV
群および V群では「PDA無し」を理由とした電子認証
実施なしの増加がみられた．「うっかり」による電子認
証実施なしは各部署で一様にみられたが II群の手術室
では見られなかった．「知識不足」は III群のMTP実施
部署を除く全ての群においていずれかのタイミングで
見られたが，輸血実施頻度の低い群に多い傾向が見ら
れた．また，開始時から終了時までのすべてのタイミ

ングにおいて「医師が実施」との回答が II群の手術室
で突出していた．
部署間の多重比較検定では，急変時対応の多い I群：
II群：III群とそれ以外の群 IV群：V群との間に有意差
が見られる傾向があった．また II群の手術室は，全て
の認証段階においていずれかの群と有意差が見られ，
5分後・終了時は全ての群との間に有意差が見られた．
いずれの段階においても IV群：輸血実施頻度の高い部
署と V群：輸血実施頻度の低い部署との間に有意差は
みられなかった（表 1）．

考 察
本研究では，調査対象の 86％（479名）から回答が

得られ，その 95％（456名）は輸血開始時の電子認証
を行っていた．75％（361名）は輸血開始 5分後・75％
（359名）は 15分後にも電子認証を行い，85％（407
名）が終了時の電子認証を行っておりほとんどのスタッ
フが全ての認証機会において電子認証を行っていた．
しかし開始時に電子認証を行わないことがあったと答
えたスタッフが 5％，開始 5分後・15分後に行わない
ことがあったと答えたスタッフが 25％いた．今回の調
査の結果，電子認証の阻害要因に「PDA無し」を挙げ
ているスタッフが IV群・V群に多く見られた．その背
景として電子認証の必要性を理解してはいるが実施で
きない状況にあると推察され，PDAの不足という『物
理的要因』があると考えられる．
「実施に関する指針」には輸血用血液製剤保管時の温
度管理の重要性と出庫後は可能な限り早期に使用する
ことの必要性が記載されている１）．PDAが不足している
と PDAを使用できる状況になるまで待機しなければな
らず，血液製剤が届き次第実施できていない可能性が
ある．PDAの不足は電子認証という安全な認証方法を
実施できないのみではなく，不十分な温度管理状態に
血液製剤をおき，結果的に機能低下した血液製剤を患
者に投与してしまう可能性がある．
「うっかり」を理由として挙げた状況として，輸血実
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図 2 群別の電子認証を実施しない理由．
A：輸血開始時．B：輸血開始 5分後．C：輸血開始 15 分後．D：輸血終了時．
I群：検査部門（内視鏡科，放射線科），II 群：手術室，III 群：MTP実施部署（ER，ICU，産婦人科病棟），IV群：輸血実施頻度
の高い部署（血液内科病棟，内科外来，HCU），V群：輸血実施頻度の低い部署（一般病棟 10 部署，外科系外来，透析室）

表 1　多重比較による 2群間の検定結果

開始時 5分後 15 分後 終了時

I-II 0.696 0.012 ＊ 0.147 0.015 ＊

I-III 1.000 1.000 1.000 1.000
I-IV 1.000 0.015 ＊ 0.006 ＊ 0.188
I-V 1.000 0.014 ＊ 0.003 ＊ 0.045 ＊

II-III 0.800 0.000 ＊ 0.000 ＊ 0.000 ＊

II-IV 0.001 ＊ 0.000 ＊ 0.000 ＊ 0.000 ＊

II-V 0.000 ＊ 0.000 ＊ 0.000 ＊ 0.000 ＊

III-IV 0.075 0.038 ＊ 0.039 ＊ 0.286
III-V 0.007 ＊ 0.019 ＊ 0.009 ＊ 0.017 ＊

IV-V 1.000 1.000 1.000 1.000

数値はKruskal-Wallis 検定の後，有意確率をBonferroni 補
正により補正した有意確率．＊＜0.05 を有意と判定した．
I群：検査部門（内視鏡科，放射線科），II 群：手術室，
III 群：MTP実施部署（ER，ICU，産婦人科病棟），
IV群：輸血実施頻度の高い部署（血液内科病棟，内科外来，
HCU），
V群：輸血実施頻度の低い部署（一般病棟 10 部署，外科
系外来，透析室）

施時の「患者・製剤の照合を忘れていた」場合と「患
者・製剤の照合を電子認証以外の方法で行い，あとで
電子認証しようとしたが忘れてしまった」場合の 2通
りの可能性がある．前者の場合，電子認証の不履行が
医療事故につながりうるという輸血に関する知識の欠
如，即ち『知識的要因』があると考えられる．また後

者の場合，PDAの不足という『物理的要因』があると
考えられる．安全な輸血療法のためにベッドサイドに
おける電子認証の実施が不可欠である．
本邦における輸血過誤の原因の多くが患者・バッグ
の取り違いであり３），これを防ぐ最も効果的な方法はベッ
ドサイドにおける電子認証である．システムとして電
子認証が可能な状況であるにも関わらず，PDAの不足
が多くの部署で電子認証を阻害し製剤の温度管理にも
影響を及ぼしかねない状況が明らかとなった．なお輸
血委員会にアンケート結果を報告後，2021年に各部署
へ PDAが追加配布された．
また，「その他」と回答している内容を検討した際，
NICU/GCUに特殊な理由があることが判明した．NICU/
GCUでは製剤バッグからシリンジに採取後投与を行っ
ており，数時間かけて投与した後に血液検査を行い，
追加輸血を行うか否かを決定するため終了時の認証が
忘れられやすい．またアンケート期間中の NICU/GCU
からの問い合わせの中に追加輸血時の認証の要否が不
明，あるいは認証方法が不明といった意見が寄せられ
た．即ち NICU/GCUには『システム・環境的要因』が
存在し，その特殊性を考慮したマニュアルの必要性が
明らかとなった．またアンケート調査実施当時は院内
での製剤分割と，個別の製剤ラベルの作成を実施して
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いなかった．NICUにおける電子認証の定着は新生児に
対する輸血医療の安全性向上に直結する．なお 2022
年度より院内での製剤分割を開始したため，シリンジ
による輸血を終了した際に分割した製剤の終了認証を
行っている．さらに追加輸血を実施する際は，次に実
施する分割した製剤を別の製剤として電子認証するこ
とが可能となっている．
「急変時対応」は III群のMTP実施部署に多くみられ
た．これらの部署では医師が電子カルテを用いて各種
検査のオーダー入力やデータの確認をする傍らで緊急
輸血，大量輸血が実施される．製剤が届き次第その場
で医療従事者 2名により照合確認した後に輸血が実施
される．電子カルテが記録や検査オーダーで使用され
ていることが多く，その場合は電子認証ではなく読み
合わせにより照合確認を行う．そこには輸血実施時の
電子認証よりも救命が優先される『優先順位的要因』が
あると考えられる．看護師が処置や検査に追われ，5
分もしくは 15分かからないうちに次々と血液製剤を急
速投与するといった状況で，血液製剤照合のための電
子媒体を確保できず，タイムリーな副反応入力も困難
となる．しかし急変時対応の際はモニターが装着され
ており医師と看護師が患者の状態を観察している状況
であるとも言える．そのためタイムリーな副反応確認
ができていると思われる．また輸血終了時の電子認証
ができない理由として，血液製剤を投与しながら放射
線科や内視鏡室，手術室へ患者を移送することが多々
あることも影響していると考えられる．しかし緊急時
こそ確認を省略することなく確実に行うことが重要で
ある．PDAを使用できない場合は 2名で読み合わせを
実施することで確実に照合を行い，誤投与を防がなけ
ればならない．
II群の手術室では電子認証できない理由に，「医師が

実施」が突出して挙げられている．手術室では麻酔科
医が血液製剤の投与を行うということが他部署と大き
く実施状況の異なるポイントである．また，全身に覆
布がかかり患者の体幹部に添うように術者がいる．そ

のため皮膚の観察による副反応の確認は手術終了後に
しか実施できず，タイムリーな電子認証・副反応入力
は実施困難な状況である．
今回のアンケート調査により電子認証を阻害する要
因として外来・一般病棟は「電子認証をうっかり忘れ
てしまった」輸血に関する知識不足『知識的要因』と
「空いている PDAが無い」『物理的要因』が多くみられ
る傾向が明らかとなった．また NICU/GCUは輸血実施
方法の特殊性による『システム・環境的要因』が影響
していると考えられた．「ショック時等急変時対応」は
MTP実施部署・手術室・検査部門で見られ，患者の命
に関わる状況下における『優先順位的要因』が大きく
影響する可能性が示唆された．輸血医療チームは今後，
輸血療法の安全性を向上させるために『知識的要因』に
対しては繰り返しの指導や教育を，『物理的要因』に対
しては病院へ働きかけて物品の購入依頼を，『システム・
環境的要因』については新システム導入による環境改
善の検討及び特殊な部署用のマニュアル整備を，『優先
順位的要因』が多い部署に対してはショック等急変時
における照合方法の確認等，部署に合わせたサポート
方法を検討していく必要がある．
著者の COI開示：本論文発表内容に関連して特に申告なし

本論文の内容は第 70回日本輸血・細胞治療学会総会において

発表した．

文 献
1）「輸血療法の実施に関する指針」平成 17年 9月（令和 2

年 3月一部改正），厚生労働省医薬・生活衛生局血液対

策課，2020年.

2）東山しのぶ，蘒ゆかり，吉野さつき，他：記録検討委員

会・医療安全推進室と協働した輸血記録監査システムの

確立～電子認証実施率の向上を目指して～．日本輸血細

胞治療学会誌，67：84, 2021.

3）米村雄士：輸血過誤の現状と対策．日本輸血細胞治療学

会誌，58：518―522, 2012.



日本輸血細胞治療学会誌 第70巻 第 1号 2024年 49

FACTORS THAT DISCOURAGE THE USE OF THE ELECTRONIC

AUTHENTICATION SYSTEM FOR BLOOD TRANSFUSION

Shinobu Higashiyama１）, Jumpei Matsuura２）, Yukari Hagi１）, Kinuko Obata３）and Fumihiko Nakamura４）

１）Department of Nursing, Nara Prefecture General Medical Center
２）Department of Nursing, Faculty of Health Sciences, Nara Gakuen University
３）Department of Nursing, Nara Prefecture Seiwa Medical Center
４）Department of Laboratory Medicine, Nara Prefecture General Medical Center

Keywords:

Transfusion adverse reaction, Electronic authentication system, Transfusion medical team,
Certified transfusion nurse

�2024 The Japan Society of Transfusion Medicine and Cell Therapy
Journal Web Site: http:��yuketsu.jstmct.or.jp�



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 15%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends false
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /Batang
    /BatangChe
    /BookAntiqua
    /BookAntiqua-Bold
    /BookAntiqua-BoldItalic
    /BookAntiqua-Italic
    /BookmanOldStyle
    /BookmanOldStyle-Bold
    /BookmanOldStyle-BoldItalic
    /BookmanOldStyle-Italic
    /BookshelfSymbolSeven
    /Century
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CenturyOldStyleStd-Bold
    /CenturyOldStyleStd-Italic
    /CenturyOldStyleStd-Regular
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Dotum
    /DotumChe
    /Edigai-OTF-GoIwata
    /Edigai-OTF-MinIwata
    /Edisys-OTF-Gaiji
    /Edisys-OTF-KAZARI
    /EstrangeloEdessa
    /FranklinGothic-Medium
    /FranklinGothic-MediumItalic
    /FutoGoB101Pro-Bold
    /FutoMinA101Pro-Bold
    /FuturaStd-Bold
    /FuturaStd-BoldOblique
    /FuturaStd-Book
    /FuturaStd-BookOblique
    /FuturaStd-ExtraBold
    /FuturaStd-ExtraBoldOblique
    /FuturaStd-Heavy
    /FuturaStd-HeavyOblique
    /FuturaStd-Light
    /FuturaStd-LightOblique
    /FuturaStd-Medium
    /FuturaStd-MediumOblique
    /Garamond
    /Garamond-Bold
    /Garamond-Italic
    /Gautami
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /GothicBBBPro-Medium
    /GothicMB101Pro-Bold
    /GothicMB101Pro-Heavy
    /Gulim
    /GulimChe
    /Gungsuh
    /GungsuhChe
    /Haettenschweiler
    /HelveticaLTStd-Blk
    /HelveticaLTStd-BlkObl
    /HelveticaLTStd-Bold
    /HelveticaLTStd-BoldObl
    /HelveticaLTStd-Light
    /HelveticaLTStd-LightObl
    /HelveticaLTStd-Obl
    /HelveticaLTStd-Roman
    /HGGothicE
    /HGGyoshotai
    /HGMaruGothicMPRO
    /HGPGothicE
    /HGPGyoshotai
    /HGPSoeiKakugothicUB
    /HGPSoeiKakupoptai
    /HGSeikaishotaiPRO
    /HGSGothicE
    /HGSGyoshotai
    /HGSoeiKakugothicUB
    /HGSoeiKakupoptai
    /HGSSoeiKakugothicUB
    /HGSSoeiKakupoptai
    /Impact
    /Jun101Pro-Light
    /Jun34Pro-Medium
    /Jun501Pro-Bold
    /KeplerStd-Black
    /KeplerStd-BlackCnItSubh
    /KeplerStd-BlackCnSubh
    /KeplerStd-BlackIt
    /KeplerStd-Bold
    /KeplerStd-BoldCnItSubh
    /KeplerStd-BoldCnSubh
    /KeplerStd-BoldIt
    /KeplerStd-CnItSubh
    /KeplerStd-CnSubh
    /KeplerStd-Italic
    /KeplerStd-Light
    /KeplerStd-LightCnItSubh
    /KeplerStd-LightCnSubh
    /KeplerStd-LightIt
    /KeplerStd-Medium
    /KeplerStd-MediumCnItSubh
    /KeplerStd-MediumCnSubh
    /KeplerStd-MediumIt
    /KeplerStd-Regular
    /Latha
    /LucidaConsole
    /LucidaSansUnicode
    /Mangal-Regular
    /MicrosoftSansSerif
    /MidashiGoPro-MB31
    /MidashiMinPro-MA31
    /MingLiU
    /MonotypeCorsiva
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
    /MSOutlook
    /MS-PGothic
    /MS-PMincho
    /MSReferenceSansSerif
    /MSReferenceSpecialty
    /MS-UIGothic
    /MVBoli
    /Myriad-BdWeb
    /Myriad-CnItWeb
    /Myriad-CnWeb
    /Myriad-ItWeb
    /Myriad-Web
    /NSimSun
    /OCRB
    /OptimaLTStd
    /OptimaLTStd-Black
    /OptimaLTStd-BlackItalic
    /OptimaLTStd-Bold
    /OptimaLTStd-BoldItalic
    /OptimaLTStd-DemiBold
    /OptimaLTStd-DemiBoldItalic
    /OptimaLTStd-ExtraBlack
    /OptimaLTStd-Italic
    /OptimaLTStd-Medium
    /OptimaLTStd-MediumItalic
    /OptimaLTStd-XBlackItalic
    /PalatinoLinotype-Bold
    /PalatinoLinotype-BoldItalic
    /PalatinoLinotype-Italic
    /PalatinoLinotype-Roman
    /PalatinoLTStd-Black
    /PalatinoLTStd-BlackItalic
    /PalatinoLTStd-Bold
    /PalatinoLTStd-BoldItalic
    /PalatinoLTStd-Italic
    /PalatinoLTStd-Light
    /PalatinoLTStd-LightItalic
    /PalatinoLTStd-Medium
    /PalatinoLTStd-MediumItalic
    /PalatinoLTStd-Roman
    /PMingLiU
    /Raavi
    /RyuminPro-Bold
    /RyuminPro-Heavy
    /RyuminPro-Light
    /RyuminPro-Medium
    /RyuminPro-Regular
    /RyuminPro-Ultra
    /ShinGoPro-Bold
    /ShinGoPro-Light
    /ShinGoPro-Medium
    /ShinGoPro-Regular
    /ShinGoPro-Ultra
    /ShinseiKaiPro-CBSK1
    /Shruti
    /SimHei
    /SimSun
    /Sylfaen
    /SymbolMT
    /SymbolStd
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesLTStd-Bold
    /TimesLTStd-BoldItalic
    /TimesLTStd-ExtraBold
    /TimesLTStd-Italic
    /TimesLTStd-Roman
    /TimesLTStd-Semibold
    /TimesLTStd-SemiboldItalic
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Tunga-Regular
    /UniversLTStd
    /UniversLTStd-Black
    /UniversLTStd-BlackEx
    /UniversLTStd-BlackExObl
    /UniversLTStd-BlackObl
    /UniversLTStd-Bold
    /UniversLTStd-BoldCn
    /UniversLTStd-BoldCnObl
    /UniversLTStd-BoldEx
    /UniversLTStd-BoldExObl
    /UniversLTStd-BoldObl
    /UniversLTStd-Cn
    /UniversLTStd-CnObl
    /UniversLTStd-Ex
    /UniversLTStd-ExObl
    /UniversLTStd-Light
    /UniversLTStd-LightCn
    /UniversLTStd-LightCnObl
    /UniversLTStd-LightObl
    /UniversLTStd-Obl
    /UniversLTStd-XBlack
    /UniversLTStd-XBlackEx
    /UniversLTStd-XBlackExObl
    /UniversLTStd-XBlackObl
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /WarnockPro-Bold
    /WarnockPro-BoldCapt
    /WarnockPro-BoldDisp
    /WarnockPro-BoldIt
    /WarnockPro-BoldItCapt
    /WarnockPro-BoldItDisp
    /WarnockPro-BoldItSubh
    /WarnockPro-BoldSubh
    /WarnockPro-Capt
    /WarnockPro-Disp
    /WarnockPro-It
    /WarnockPro-ItCapt
    /WarnockPro-ItDisp
    /WarnockPro-ItSubh
    /WarnockPro-Light
    /WarnockPro-LightCapt
    /WarnockPro-LightDisp
    /WarnockPro-LightIt
    /WarnockPro-LightItCapt
    /WarnockPro-LightItDisp
    /WarnockPro-LightItSubh
    /WarnockPro-LightSubh
    /WarnockPro-Regular
    /WarnockPro-Semibold
    /WarnockPro-SemiboldCapt
    /WarnockPro-SemiboldDisp
    /WarnockPro-SemiboldIt
    /WarnockPro-SemiboldItCapt
    /WarnockPro-SemiboldItDisp
    /WarnockPro-SemiboldItSubh
    /WarnockPro-SemiboldSubh
    /WarnockPro-Subh
    /Webdings
    /Wingdings2
    /Wingdings3
    /Wingdings-Regular
    /ZWAdobeF
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 150
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
  /SyntheticBoldness 1.000000
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


